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国家試験に関する各大学へのアンケート調査 
 
●「OSCE トライアルの実施等国家試験の改善にかかる研究」（平成 17 年度厚生労働

科学研究 主任研究者 相川直樹）の中で実施 
 
●全ての大学医学部、医科大学（計 80 校）に調査票を郵送し郵送にて回収。 
 
●有効回答数 59 校（74％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．大学による国家試験対策の実施について 

 

 

実施してい

る

78%

実施してい

ない

22%

○学生を対象とした国家試験対策を大学として実施していますか 

（46 校） 
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○どのような対策を実施していますか（複数解答、有効回答 59 校中の割合） 

51%

66%

39%

27%

14%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国家試験対策のための授業

国家試験に準拠した学内試験

民間の模擬試験等の紹介・斡旋

全学生への個別相談・面談

臨床実習期間の短縮

国家試験対策の自主学習期間の設定

 
 
 

○ 実施している理由 
（「強く当てはまる」「やや当てはまる」の計、実施している 46 校中の割合） 

9%

41%

46%

30%

43%

96%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の学生のニーズ・要請

入学志望者への魅力

学生の家族等からの要請

大学の教育目標と一致

臨床医としての能力向上

行政機関等からの要請
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○国家試験対策を開始する時期（実施している 46 校中の割合） 

6年次4～7月
41%

6年次8～11
月
33%

5年次12～3
月
4%

6年次12月以
降
13%

5年次4～7月
2%

5年次8～11
月
7%

 
○国家試験対策がカリキュラムの過半となる時期（実施している 46 校中の割合） 

6年次8～11
月
24%

6年次4～7月
24%

6年次12月以
降
2%

そのような時
期はない

50%
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２．禁忌肢について 
 
○ 禁忌肢の出題が果たしている効果 
（「強く当てはまる」「やや当てはまる」の計、以下有効回答数 59 校中の割合） 

36%

22%

15%

29%

0% 20% 40% 60%

臨床的な禁忌に関して学生への指導効果が上
がっている

医療事故の歯止めとなっている

医師としての倫理性に欠ける者を排除している

医師の資質に関する社会的な説明責任が果たさ
れている

 
 
○ 禁忌肢出題の問題点について 
（「強く当てはまる」「やや当てはまる」の計） 

39%

66%

78%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師としての資質に問題のない学生が不合格と
なっている

少ない出題数で合否が決まることによる不公平感
がある

学生に過度の不安を与えている
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現行通り

23%

禁忌肢の出題数

を現行より増や

し、不合格となる

禁忌肢選択数に

も余裕をもたせる

方がよい

23%

禁忌肢選択数は

減点とした方がよ

い

35%

禁忌肢の出題を

廃止した方がよい

19%

 
 

禁忌肢の内容は

現行通りでよい

80%

禁忌肢の内容を

狭くする方がよい

7%

その他

10%

禁忌肢の内容を

広げる方がよい

3%

 

 
 
 

○禁忌肢の出題について 

○禁忌肢の内容について 
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３．受験回数の制限について 
 
○ 医師としての資質に乏しい学生に対して、卒前に指導として行っていること 

（複数回答） 

53%

28%

33%

28%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

面談等を通じあくまで医師となれるよう指導

基礎医学の研究者などになることを勧めている

他学部への転学部を薦めている

退学を勧めている

何も行っていない

 
 
 

○ 卒後のいわゆる「多浪」（国試不合格者、受験しない者）に対して行っていること 
（複数解答） 

25%

32%

0%

37%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

補講や模擬試験の斡旋等

定期的な面談等

医師以外の道に進むための斡旋等

フォローアップのための担当者を決めている
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○いわゆる「多浪」について、把握している原因（複数解答） 

22%

53%

19%

40%

60%

24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の職業・活動に専念

学習の意欲の低下

学習能力の欠如

身体的な疾病

精神的な疾患

把握していない

 
 

○ 仮に国家試験受験回数の制限が行われた場合、期待できる効果や予想される問題

点について（「強く当てはまる」「やや当てはまる」の計） 

63%

10%

51%

54%

32%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師以外への転向等の進路指導が容易になる

大学の卒業判定の責任が軽減される

学生の勉学意欲が高まる

医師の資質が高まる

現状と比べて多浪者の就職が困難になる

 


